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 今回始めて参加しました。元々最初の生物はど
のように誕生したのか、昔から興味を持っていま
した。中学生の頃、視聴覚室で生命の誕生につい
てのビデオが上映され、初期地球環境を模した
Miller の放電実験を見たのが印象的だったのを
思い出しました。元となるアミノ酸が生成し、高
分子量の有機物が出来て生命が誕生したという
話だったと思いますが、物質が生き物になる段階
が腑に落ちなかった記憶があります。そして現在、
研究者として有機合成をベースに有機・無機物を
扱っていますので、参加した動機は未知の物質・
材料、仕組みへの興味ということではありますが、
普段扱っているからこそ非生物がどのように生
物になったのか、ますます不思議でしょうがない、
そんな思いも心の奥底に持ちながら、今はどんな
話になっているのか楽しみに参加しました。 
	
 6日間という長い日程でしたが、濃密な毎日で、
あっという間でした。オープニングセレモニーで
見た能は日本人ですが始めての体験で、静と動の
洗練された伝統芸能の凄さ、迫力を感じました。
各セッションでは世界中から惑星科学、地球化学
など異なる分野の専門家が集まり、宇宙における
有機低分子の発生から高分子、更に自己組織化し
た複雑な集合体までその形成メカニズムについ
て各分野の観点から活発に議論されており、大変
興味深く聴講しました。夜に開かれたパネルディ
スカッションでは魂というか、精神的な話も出て
いましたが、西欧の研究者は聖書にある「光あれ」
という創造の教えとはどのように整合取るのか
気になりました。ポスターが中 3 日間掲示され、
二日に分けて議論する時間があったのは、気にな
る発表者
全てと十
分 に コ
ミ ュ ニ
ケーショ
ンできて
大 変 良
かったで
す。 
	
 将来のエ
ネルギー
や CO2 排
出など地球規模の環境問題が懸念される中、トヨ
タグループは持続可能な社会・ものづくりを目指
しています。自動車業界はかつて排ガスが大きな
問題となったことがありましたが、現在では省エ
ネルギー・CO2 排出量削減を課題の一つとして
プリウスのようなハイブリッド車や、CO2 を排
出しない燃料電池車の開発に取り組んでいます。
物質の誕生から変化・循環プロセス、そして生命
との繋がりを地球・宇宙規模で研究する本分野へ
の理解を深めることは、環境調和型のプロセス・
製品開発やエネルギー・社会システムを考える上
で非常に重要で、今後も注視していきたいと考え
ています。最後になりましたが今回の準備をして

下さった幹事の先生方を始め学生スタッフの皆
様に感謝致します。大変有意義な時間を過ごすこ
とができました。今後の先生方のご活躍、学会の
発展を期待しております。ありがとうございまし
た。 
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 7月 6日から一週間ほど「Origins 2014」に参加
してきました。私にとってはわずか二度目の学会
参加経験、初めての国際学会でのポスター発表、
初めての学会アルバイトということで前日まで
はとても不安だったのですが、学会を終えた今で
は参加して本当によかったと感じています。 
	
 アルバイトでは主に学会参加者のレジストレー
ションの手伝いをしました。仕事内容は理解して
いても、いざ目の前に外国人が来ると言葉に詰
まってしまったり相手の言っていることが聞き
取れなかったり…。それでもジェスチャーや簡単
な英語で説明をすると”Thank you!”と言って笑顔
を見せてくれる方も多く、学会も後半になると
「下手な英語」で話すことに全く抵抗がなくなっ
ているのを感じました。今までこのように外国人
に囲まれてフリーな会話をしたことが無かった
ため、完璧な英語でなくても海外の人々とコミュ
ニケーションをとることができたのは私にとっ
て新鮮な感覚でした。 
	
 しかしポスター発表の時にはそうはいきません
でした。私は Prebiotic chemistry セッションに
「Diversity in size and shape distributions of organic 
microspherules formed by Maillard-type reaction」と
いうタイトルで要旨を申込み、初期地球上での分
子自己集合による微小球状有機物形成について
研究発表を行ったのですが、研究の議論となると
細かい部分まで正確に伝えることが必要で、その
ためには語句や文法の正確さも必要であったた
め苦労しました。聞きに来てくれた方の中には、
私の拙い英語でも目を見て聞いてくれて、面白い
研究だと言って下さる方もいましたが、なかなか
思ったような説明ができず、準備不足だったなと
反省しています。 
	
 アストロバイ
オロジーの研
究の難しい点
に、多くの関連
分野からのア
プローチが必
要とされるこ
とと、それらの
間の情報交換
が欠かせない
事が挙げられ
ると思います。
今回の学会で
は私の研究に
近いものから
遠いものまで、

 
火曜日お昼のポスターセッショ
ンにて。	
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非常に様々な研究者の講演を聞くことができま
した。身近に同分野の研究者があまり多くないた
め、今回聞くことができた講演はどれも刺激的な
ものでした。学会期間中、同年代の学生たちとも
交流することができ、アストロバイオロジーを研
究している学生と SNS 上のグループを作ること
もできました。そのおかげで学会やイベントの情
報をみんなで共有することができています。（興
味のある学生の方は Facebook で Asbee というグ
ループを探してみてください。参加は自由です。） 
	
 学会を通して、たくさんの方が私の研究に興味
を持ってくださり、自分自身の研究にとても自信
がつきました。より魅力的な研究成果を出し、よ
り多くの方に私の研究を知ってもらいたいなと
思っています。この自信と反省を胸に今後の研究
を頑張り、また機会があれば国際学会にリベンジ
したいです。この度は学会参加の貴重な機会を与
えてくださり、本当にありがとうございました。 
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Origins 2014は 7月 6から 11日にかけて奈良県新
公会堂で行われました．今回の学会は私にとって
初めての Origins 参加＆学会発表だったので，期
待と不安を抱えながらの参加となりましたが，
終ってみるとそれはとても有意義で濃い時間で
した．この度はこのような場を頂き，自分が見た
ことや感じたことを述べさせて頂きたいと思い
ます． 
	
 Origins 2014に参加しての一番の驚きは，その
分野の広さです．生命の起原を探るという共通の
課題のもと, 様々な分野の研究者たちが学会に参
加し, 熱い議論を交わされていました. 生命の起
原という複雑系の科学に取り組むためには，多角
的な分析・研究が重要であり，幅広い分野からの

アプローチが必要だと思います．その一方で，あ
まりにも幅が広くなりすぎて，違う分野の研究に
なるとほとんど理解できなくなることもしばし
ばありました．また，このような大きなテーマを
研究するうえでは，分野間の垣根だけでなく国さ
えも跨いで研究を進める必要があります．本学会
に参加して，様々な分野を統合した研究を国際的
に進める難しさをひしひしと感じました．特に，
日本人には言語的な問題があります．全てが語学
力のせいであるとは思いませんが，コミュニケー
ション能力も研究者にとって重要です．議論にな
ると欧米の研究者の勢いに負けてしまっている
ように感じる場面も少なくありませんでした．ま
た，参加学生のほとんどが修士や博士過程の人た
ちで，学部生がとても少なかったことも残念でし
た．早いうちから Origins のような大きな国際学
会に参加し，世界中の研究者たちがどのようなこ
とをして何を解明しようとしているのかを知る
ことは，先に述べたような，様々な分野に精通し
統合的に考える力や海外の研究者と対等に議論
する力を付けるための重要なステップの１つだ
と思います．それにも関わらず学会は院生になっ
てからという考えが一般的で，それが学部生の積
極的な学会参加を妨げているような気がします．
将来，世界で通用するような日本人研究者を育て
るためにも，もっと学部生に注目し，支援してい
く姿勢が必要なのではないかと感じました． 
	
 いろいろと述べてきましたが，初めての Origins
参加は私のなかでとても貴重で有意義なものと
なりました．なによりも世界中の熱意ある研究者
たちが生命の起原という難問に挑むために，アイ
ディアにあふれた研究を協力して行っているこ
とにとても刺激を受けました. それが本学会に参
加して得た一番の成果だと思います．ISSOL会長
である Pizzarello 先生や学会運営委員長の池原先
生をはじめ，運営・進行に携わった全ての先生方
に, このような貴重な機会を提供して頂き, 本当
に感謝致します. 次回もぜひ参加させて頂きます． 

 

将来を担う日本の学生たち＠Origins 2014 (奈良県新公会堂). 
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